



















れ以前の七月六日に、徳川慶喜を将軍後見職、同九日に松平慶永を政事総裁職に任命し、二月に江戸城内で執り行われた将軍家茂と皇女和宮との婚礼で、形の整っ 公武合体の実をあげ、朝廷との関係を改善しようとしていた。このころ幕府は、孝明天皇に代表される理屈抜きの攘夷論にこたえながら、現実的な開港政策 推し進めるため、欧州に特使を派遣して、開港 延期など ついて各国との交渉を始めている。八月十九日 、遣欧使節竹内保徳らは、ロシア外相ゴルチャコフと開市開港延期および樺太分界などに関する覚書に調印、閏八月三日には、オランダ政府から開市開港延期を承諾 文書をパリ 受領、同九日にはフランス外相と同様の約定書に調印している。だが慶喜が将軍後見職に任命された七月六日、長州萩藩は公武合体から破約攘夷に方針転換を決めていた。朝廷では 八月二十日 岩倉具視ら公武合体派公卿を蟄居処分とし、辞官・落飾を請願させるなど体派の穏健な公卿は排斥され、過激な攘夷論者が幅をきかせることなった。この間京都の治安状態 極度に悪化 、七月九日、和宮の降嫁を画策した九条家家臣島田左近が尊攘派の暴徒に暗殺され、九月二十三日には京都奉行与力渡辺金三郎らが暗殺されて京都粟田口に梟首
されるまでに至った。薩摩・長州・土佐各藩の尊王攘夷過激派の突き上げで、九月二十一日朝廷は攘夷を決議して、急進派の三条実美を正使、姉小路公共を副使として土佐藩主山内豊範が同行する勅使を江戸に派遣、一行は十 八 江戸に着いた。これより先勅使派遣の報告を受けた幕府 対応策 苦慮 た。慶喜も春嶽も、開国は天理（自然の成り行き）であり、既成事実となっている。破約は国際条約違反で無謀な攘夷は戦火を招くという点では意見が一致したのだが、対応策を巡って慶喜が、将軍が上洛して趣旨を率直に説明すべき といったのに対して、春嶽 開国が朝廷に受け入れられなければ政権返上もやむを得ないと主張し 。そんな中 容保はまず天皇の意志を大切にしながら公武一和の実をあげることだと、現実的な対応策を求めた。幕府は将軍後見職と政事総裁職とが真っ向から対立して議論百出、十月十三日春嶽は政事総裁職辞 願を出し、山内 堂に諫止されたが慶喜も二十二日後見職辞職願 だ てい 。この時は春嶽がそれを止めた。彼等が登城して辞表 撤回したのは勅使が江戸に到着する前日、十月二十六日のことであった。そ 後十一月二日にいたってようやく幕府は勅旨の遵奉を決めるに至った。
十一月二十七日、彼等は江戸城で将軍に対して攘夷の布告と親兵の
設置を要求し、十二 四日に再度登城して、幕府に明年早々までの回答を求めたのに対して、翌五日将軍家茂は、攘夷 受け入れる 対策は一任されたい、細かなことは上洛して奏上すると勅使 伝えた。勅
― 167 ―
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く為政者としての心得を教育された青年藩主のまじめさがにじみ出ていて、人格的には非のうちようがないが、権謀術策が渦巻くこの時代の京都政界を乗り切るためには、いかにも線が細いといわざるを得ないだろう。こうした性格だからこそ孝明天皇の信任を一手に受けるとが出来たことは確かであ が、全体としてみ 場合、後 会津藩の窮状を招くことにもなったのではなかろうか。そ はともかく、 「トイヒハ（と へば） 」 「云ヘ玉ヘリ（いひたまへり） 」など、随所 現れる東北なまりが、臨場感を倍加している。
　
此ヨリ議アレハ、公之ヲ局中ニ下シテ討論セシメ、然ル後ニ之





らせる。その後家老が容保に報告するという形を取った。議論する際には地位、身分の差を顧みず自由に忌憚なく発言させるようにしてたため、誰もが私心無く意見を戦わせて結論を出した。緊急事態の場合は、はじめから容保が議論の場に立ち会った。立場上主題になっている問題に直接関与しては都合が悪いような場合には、障子の陰にいて議論の成り行きを聞き取り、結 が出た後で姿を見せるということもあった。 よっては一昼夜連続して議論しても決着がつかないこともあった。そうかと思えば極秘 問題なの 争論し い うちに
段々声が大きくなり人が聞いているのはお構いなしであったり、意見が合わないと一触即発のような雰囲気になることもあった。だが意見がまとまると、その後は一致団結し 私心無く対処した。そういうことが出来たのは、容保がそうなるよう仕向けたからだ。四
　広沢が紹介している公用局の運営方法を見ると、局内の集団討議の
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を受けて翌十四日慶喜は、容保、松平春嶽（二月四日入京） 、山内容堂（一月二十五日入京） 、伊達宗城（前年十二月二十一日入京）を二条城に招いて会議を開き、三条実美に対して、将軍が江戸に帰った後二十日後を攘夷期限とすると答申した。京都の幕府代表者が江戸の政府関係者にはかることなく政策決定を ことになる。この会議には、一月八 上京し十五日に天皇に拝謁 ていた徳川慶勝（御三家筆頭尾張藩前藩主、尾張老公。母の弟徳川斉昭と共 過激な攘夷論者として知られていた。安政五年七月、 米修好通商条約調印を糾弾して斉昭と共に不時登城したため隠居謹慎を命じられてい が 文久二年四月、幕府か 正式に赦免され、 月一日付けで従二位権大納言に叙任されていた。 ）は呼ばれていな った 日米修好通商条約調印については慶喜も単独で不時登城し 井伊直弼に抗 していたし 春嶽は斉昭・慶勝と共に不時登城し 直弼を詰問した当事者同士であったが、幕政輔翼の立場にあった慶喜・春嶽と、そうでなかった慶勝とには意見の食 違いがあった。 （以後の経過を見るとその差は最後まで縮まらなかった。 ）この間の事情を『七年史』ではこう記してい 。
　
此時に当りて、一橋中納言慶喜・松平春嶽は、尾張前大納言慶





































此者共之悪逆は已に先哲之所弁駁万人之能知処にして今更申に不及と雖も今度此影像共を令斬戮 付而は贅言ながら聊其罪状を示すべし抑此大皇国之大道たるや忠義の二字を以て其大本とするは神代以来の御風習なるを賊魁鎌倉頼朝世に出奉悩朝廷不臣の手始を致し尋いて北条足利に至りては其罪悪実不可容天地神人共 誅する所也雖然当時天下錯乱名分紛擾之世朝廷御微力にして其罪を糺し給ふ事能はず遺憾豈可悲也今彼遺物 見るに至りても真に奮激に堪へず我々不敏也と雖も五百年昔の世 出でたらんには生首引抜んものと握拳切歯片時も止事能はず遂に不臣の奴原の罪科を正すべきの機会也故我々申合先其巨賊大罪を罸し大義名分を明さんがため昨夜等持院に有所の高氏始め其子孫の奴原之影像を取出し首を刎是を梟首し聊散旧来之蓄憤者也
― 161 ―












































らは浪士達の動き如何によることが大きいから、これまでの寛大を旨とする方針に、公用方一同感服している。しかし、そうしたこちらの配慮にもかかわらず今度の所行に及んだのは不届き至極でこのまま捨て置くわけには行かぬ。特に恭平という会津藩関係者が中にいる で、このことが他所から露顕してしまうと守護職遂行の邪魔になる。即刻厳罰 処すべきであ 。
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心を攪乱させるから、すぐに釈放せよという命令が出たということを聞いたが、彼らは主君容保が申上げたとおり、足利氏は正式に叙位任官しており、それをないがしろにしたということは朝廷の権威を無視したということである。これを認めれば今後、皇族・貴族に対してどのような非礼が行われるか分からない。その め逮捕したのであって、これは至極当然のことだ 所が彼らの行為を正義に基づくというのは、何を根拠にそ い のか。天皇は聖明と聞 ている。その方がこういう命令を出されるはずはない。だと ると、どういうわけでこのような判断が成されたのか。そ 根本をはっきりうかがい、重大な罪科に関わる問題の処置として 公平であるこ を申上げて、正しい判断をお下しいただけ け ば、正義のため必死の者達は脱藩して、迷惑をかける 事態に立ち至るやもしれない。正、不正を
― 157 ―




脱藩して事を起こす藩士がでるかも知れないと、決意の程を余すところなく申し立てた達意の文章というべきだろう。整然とした論証に、そこにいた公卿達も全く反論出来なかった。会津藩士たちが大挙して学習院に押しよせたという情報が、二条城にいた容保の所に届くと容保はびっくりしてそこに外島機兵衛を派遣、次ぎに坊城俊克の ろに向かおうとして 藩士 説得して退散させた。そ 後容保は、政事総裁職の春嶽 、自分の意図に出たものではなく藩士達がやむにやまれずしたことであると弁明、春嶽は法理に基づき不正の徒は許さないとして凜然とした文書を伝奏衆に示して、この件は一件落着となった。
幕府の当局者にとって開国が絶対に避けられないことは分かってい
る。これに対して孝明天皇の攘夷説 どう処理するのか。会津藩士たちが、幕府の命を奉じ、孝明天皇の意をくんでなん か事態を穏やかに収拾しようとている中で、長州藩が世界の潮流を考え ことなく幕府の統制を離れて、朝廷内の一部過激派 結託して事を構えている様子がはっきり読み取 る事件の一つである。十三
『京都守護職始末』の記事では、この時の公用方の動向は全く描か



























ベナリ。然レ共、苟モ廷臣ニ対シ其罪ヲ詰問セント欲スルハ、非礼ノ罪軽カラズ。故 諸君ニ於テモ亦 最後ノ決心ナカルベカラズ。 」ト。因テ明日 伝奏邸ニ同行スベキ旨 告ゲ帰 シム。翌朝ニ至リ壮士数十名、悉ク礼服ヲ着 来リテ同行ヲ求ム。胤永乃チ衆ト共ニ水盃 酌ミ、相携ヘテ伝奏野々宮宰相中将定功卿ノ邸ニ到リ、謁ヲ請フ 卿病ト称シテ逢ハズ。因 学習院ニ三条西中納言季知・姉小路公知卿等ニ謁シテ曰ク、 「
某ソレガシ
等ハ先キニ木像









暴ヲ敢テ為シタリ。此ノ如キ徒輩ニ国家ノ刑典ヲ加ヘズ バ、如何ナル罪状モ問フニ足ラズ。又愛憎ヲ以テ罪ノ有無ヲ断ズルガ如キコトアラバ、天下ニ信ヲ失ハン。敢テ教ヲ請フ 」ト 二卿相見テ姑
シバラ
ク答フル能ハズ。良々アリテ季知卿弁ズル所アラントスル






士が、抗議行動を起こそうとしてまず訪問した相手は秋月悌次郎だったのである。浪士が正義の徒、無罪というなら彼らをとらえた我々は不正義、有罪ということになる。どちらが正しいか決着をつけてもらいたいと激昂した藩士達に向かって悌次郎は、そのとおりだが、廷臣に向かってそ 罪を詰問する いう行為は非礼も甚だしい。もし本当に実行するのであれば相応の覚悟が必要だ 明日いっしょに行くからと説得して たん引き取らせた。翌日藩士達 全員礼服を着用して悌次郎の宿所にや きた。 『七年史』によればこの時悌次郎 もとに集まったのは、柴秀治・河原善左衛門・広沢冨次郎・沖津庄之助等四十余人、全員が麻上下着用であった 全員が水盃を交わしたという所に、彼ら なみなみならぬ決意が読み取れる。 『幕末会 志士伝一名孤忠録』には一書を呈した いう記事はないが、 『七年史』には呈したとある。その上で悌次郎は、理路整然 法理のあるところを陳述したのである。言説の内容は、ほぼ『会津守護職始末』 記された一書の内容に等しい おそらく一書の起草者も悌次郎だった 違いない。
『七年史』では、学習院にいた三条西季知・正親町公董・姉小路公

































で、遊学して人々との交流も広く、国 の問題点につ ても話題にすることが出来る。それ故折々藩公が彼から話しを聞くことが出来れば世情や天下の形勢についてお分かりいただける で都合が い 堀七太夫が申し出ていたこともあり、 は上洛 折 は同人を同行させたいらしいとは聞いていたけ ども、国元にお 評価の問題もあるので、もうしばらく待ってご内意をうかがおうと思い最終的な結論は出していなかった。（御大用被為蒙仰候以来ハ同人義兼而学力も在之広く遊学之者へ相交り国事之議論ニ相渉折々被召出御尋被遊候ハヽ世情之事情形勢も御分 被有可然哉之旨堀七太夫申出置候義も在之尤御上被遊候節同人被召連度御様子 相伺居候へとも何れ其表御衆評之趣 有 候ニ付而ハ尚御内慮相伺候方ニも可有之
哉抔評議未半之所）
井伊家が文久二年十一月二十日、幕命により彦根藩は十万石の減俸
処分を受ける。この時彦根藩では、会津藩のせいでこうなったと恨んでおり不穏だといううわさが流れた。そんなことがあれば、幕府のご威光にも傷がつくし心配なので、この件について 探索を悌次郎と広沢富次郎の二人の命じ、両人を彦根に行かせることにした。富次郎は粕屋筑後守との関係で江戸に戻らせ、悌次郎 京都に来て の結果を報告するよう 言い含めて行かせた。悌次郎が結果報告 京都に来た時、たまたま山城国京師口々、大坂海岸筋の警衛防禦の方針 ついて伝奏方より質問が来ていた。急なことで見聞のため派遣する人材を思い当 らず当惑していたが、幸い悌次郎が現れた。土佐（田中土佐。横山と連名の文書の筆者。 ）としては 彼の評価について かねてから弁え いたから、都合のよい筋ではないが、外に適任者を思いつかなかったので、野村佐兵衛とともに行かせた。（井伊家ニ而御領分之内御上知ニ相成右は御家之為ニ如斯御沙汰ニ相成候とて専ら御恨申上居不穏歟 取沙汰相聞万一 様之義在之候而ハ 威光へも相響不安義ニ付為探索右悌次郎広沢冨次郎両人彦根表へ為差越富治郎儀ハ粕屋筑後守殿之都合も在之候ニ付同人義ハ江戸表へ立戻り悌次郎義ハ京都表へ罷出動静之次第申出候様申含差遣候処悌次郎義当地 罷出候砌山城国京師口大坂海岸筋警衛防禦方之義伝奏方より御尋有之急事之義外ニ為見分可差遣者無之当惑之所幸ヒ悌次郎罷登同人噂之義ハ土佐義兼而 弁居候事ニ候ヘハ相好候筋ニハ無 候へとも外ニ可遣者も無之 ニ付野村左兵衛召連罷出）
藩公が京着後は、全てにわたって新規のことがらが多く、従来の御























の働きから見て当然の評価を受けたものとしてあまり問題にされてこなかった。 『鞅掌録』に見る人物評などは、公用方に任命された後の総合評価のように思われていたのだが、これを読むと彼は公用方以前、文久二年八月ころ常詰儒者見習い御雇勤めに抜擢され藩 侍読になった時から、抜擢 異をとなえる人たちがい らしいことが分かってくる。公用方に任命しようとし 時、会津表では逆に人減らしのため 御雇勤めのメンバーなどは解雇すべき という風潮があり、特に悌次郎 は風当たりが強かったというのであ 。そ 京都 派遣されることになっ 重臣達は、悌次郎 当初 メンバーから外し、この時期十万石を上知され、不穏な情勢の下にあった井伊家の城下彦根に派 し、報告のため京都に来させてそのまま公用方として任用していた。彼は横山や田中の期待にこたえて大活躍をしたと うことは本稿で見たとおりである。文中には、諸生身分のも 云々 う部分がある。諸生とは、藩士 二、三男いわゆる居候をさす言葉で、藩内
― 153 ―
2015年 3 月金城学院大学論集　人文科学編　第11巻第 2 号
五三














は、私の門弟だ。学者というものは正直を旨とするのに、彼は不正直な上に有力者 ところに出入りするよう心懸けるような、学者には似合わぬものである。こんな男 藩公のお相手をさせ、外の仕事も命じられるということだそうだが、一通りの学説の説明くらい お聞きになるのはよい して、藩公は一番学問の必要な年齢なので、こんな男を身近において学問の相手をさせれば、藩公 ために決して くない。国元に戻されるのがよい、と。先生なら 門弟の取 なしを頼みに来るのが筋なのに、こういってきたのはよほどのことだろう。彼は隠居後もしばらく藩公の学問の相手を命じられていたから 情も分かっており藩公のためを思っての発言で、かねてから内談 も恨んでいるということだから、今回の要請は分か がとりあえずは国元に帰すべきだと決まった。そちらでもそ よう してほしい。
師が教え子を罵倒する、これでは国元の評価が否定的になるのもや











蔵申出候趣も有之候ニ付而ハ、平常之時節ニ候ハヽ、一二之論も無之被差下可然哉ニ候ヘ共、御上洛後之事情・形勢、御用之書并通達ニ追々申遣候所、当時爰元之形勢ハ、諸家ニ而も文武修行ニ付廻歴致候有志之諸生等入込、専ら国事之議論等申立居 付、其次第をも聞糺御勘考不被為在候得は、御不都合等出来間敷義ニ無之振合ニ付、悌次郎義、以前諸国遊歴致候節之因ミも有之、広周旋罷在、時勢之事情掌握致居 上より、御存寄或 御書取 御書・草稿等被仰 候而も、速ニ取調、尤同人申立候議論 御挙用ニ相成候都合ニ而、至極御調法 、且浪士共取始末 家ヘ壱纏ニ相成候ニ付而ハ、公用方ニ而取扱 、周旋方 義ハ諸生共不召使候而は、御用弁不致振合も在之、其一二を拳候ヘハ、
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とだから、通常ならば早速国元に戻すべきだろうが、守護職拝命以来京都の事情・形勢について、書面や通達などで報告しているとおり、現在こちらでは他の藩においても、文武の修行 廻国 た経験のある正規の藩士ではない諸生身分のものが入り込んで、国事について議論をしているという状態である。そういう者共の情報を集めた上でものごとを判断しなければ、不都合が生じかねない。悌次郎はさいわい以前諸国漫遊していた関係 、彼らと広くつながっていて、時流を充分把握しているため、容保の思っていること 文章化 書き取りの書類や文書の草稿作成を命じても速やかに調査して報告するので、それをうまく利用出来てまことに調法している。
その上、浪士どもの取扱については会津藩に一任された。この職務
は公用方の担当となっ おり、諸方 交渉などは、諸生を利用しなければうまくゆかないということもある。例を挙げれば将軍後見職徳川慶喜に直接言いたくても、何かと差し支える場合には、悌次郎 水戸家の重臣武田耕雲斎のも に遣わして説得する 、その意見は水戸家出身の のところに伝わるとか、三条実美に伝えたいことがあれば柴秀次を派遣するとスムーズにこ が運ぶ。こん 状況なの 今すぐ国元に下向させるとなると守護職の任務遂行に が るは明らかだ。
高津平蔵の申し立ては、筋が通らないからといっているところもあ















なった。悌次郎の人事を巡って国元と京都で往復書簡がやりとりされている間に京都では、孝明天皇の石清水八幡宮参詣など次々と新しい事件が起きている。こ 時期、悌次郎は京都における会津藩 対外活動を一手に引き受けている印象がある。悌次郎は、国元の思惑を超えたところで動 ていた。会津藩の不幸の根本原因は、こういうところにも胚胎していたのである。
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